
５月７日の夜、小城公園内のホタル川で
一番ボタルの姿が確認されました。
５月７日の夜、小城公園内のホタル川で
一番ボタルの姿が確認されました。
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薫風新都  「和」で織りなす美しい小城市

　2013年は中林梧竹没後100年を迎えるため、広報「さ」「く」「ら」
の文字を、梧竹85歳の作品「いろは屏風」から集めました。



所有者の方が、申込書
に必要事項を記入し、
空き家バンクへの登録
をします。

①

空き家を利用したい方
は、必要事項を申込書
に記入し、申請します。

④

当事者間での交渉、契
約を行っていただきま
す。

⑥

市から、所有者と利用
者の方にそれぞれの情
報を、提供します。

⑤

空き家バンク制度
を創設しました！

～制度の流れ～

市の担当者が物件の現
地調査を行います。
（物件の状態によっては、登
録できない場合があります。）

②

空き家バンクの台帳に
内容を登録し、市の
ホームページなどで情
報を発信します。

③
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各課からのお知らせ

　
市
で
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
情
報

の
提
供
や
必
要
な
連
絡
な
ど
は
行

い
ま
す
が
、
不
動
産
の
あ
っ
せ
ん

や
所
有
者
と
利
用
者
間
で
行
う
物

件
の
売
買
、
賃
貸
借
に
関
す
る
交

渉
、
契
約
な
ど
の
仲
介
行
為
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
仲
介
が
必
要

な
方
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
へ

の
依
頼
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※�

宅
地
建
物
取
引
業
者
へ
依
頼
し

た
場
合
は
、
宅
地
建
物
取
引
業

法
に
基
づ
く
所
定
の
手
数
料
が

発
生
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

 

企
画
課

　
担
当　
大
坪
・
野
副

　
☎
63
・
８
８
０
３

牛

　
「
小
城
市
空
き
家
バ
ン
ク
」
制

度
と
は
、
市
内
の
空
き
家
と
な
っ

た
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
方
に
、

情
報
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
移

住
・
定
住
を
希
望
す
る
方
へ
情
報

提
供
す
る
こ
と
で
市
へ
の
定
住
を

促
進
し
、
各
地
域
の
活
性
化
を
図

る
も
の
で
す
。

　
所
有
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
、
空

き
家
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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各課からのお知らせ

　４月１日に児童手当法が改正され、
「子ども手当」から「児童手当」に
名称が変わりました。
　今年６月分から所得制限が導入されます。

★支給額★
　４月からの手当額に変更はありません。
　ただし、所得制限に該当する世帯の６月分以降
の手当額は5,000円（月額）になります。

≪現況届を忘れずに！！≫
・養育状況や所得を確認するための手続きです。
・全ての受給者に提出が義務付けられています。
・この届を提出しないと、６月分以降の手当を
　受給することができなくなります。

★各庁舎での受付
・受付期間　６月７日（木）～29日（金）
　　　　　　（土、日曜日を除く）
・受付時間　９時～17時
※�期間中、こども課（小城庁舎２階）では、
　随時受け付けます。

★時間外受付（場所：小城庁舎）
・受付日　　６月25日（月）・26日(火)
・受付時間　18時～20時	
★休日受付（場所：小城庁舎）
・受付日　　６月24日（日）	
・受付時間　９時～16時

住宅リフォーム助成は終了しました
　住宅リフォーム助成は、ご好評により、予算に達しましたので受け付けを終了しました。
　今後の事業実施は、現時点では未定ですが、再度、受け付けを開始する際は、広報誌でお知ら
せします。

【問合せ】 芦  建設課　担当　池田・井手口　☎63・8825

「子ども手当」から「児童手当」に

【問合せ】 小  こども課　担当　藤木・渡邊　☎73・8821

受付場所 受付日

三日月庁舎（１階北フロア）6月18日（月）6月19日（火）
牛津庁舎（１階ロビー） 6月20日（水）
芦刈庁舎（１階ロビー） 6月21日（木）

　手続きに必要なもの
・現況届、裏面の同意書（６月４日発送）
・印鑑（朱肉を使うもの）
・受給者の健康保険証または
　年金加入証明書（国民年金の方は不要）

4月からの児童手当支給額（月額）
０歳から３歳まで 15,000円　
３歳から小学校卒業まで
　第１子・第２子
　第３子以降

10,000円　
15,000円　

中学生 10,000円　
所得制限に該当する方
（6月分からの支給） 5,000円　

★養育している児童と別居されている場合
　別居している児童の属する世帯全員分の住民
票
※別居児童の住所が小城市内にある場合は、不要です。
★平成24年1月1日以降、小城市に転入された場合
　平成24年度（23年分）児童手当用所得証明書
※平成24年１月１日居住の役所で取得できます。



H24.6.5号小城広報 4
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　【問合せ】　　下水道課　担当　貞松・千綿　☎63・8827

◎下水道などの事業には、次の ３つの事業  があります。

海や川がきれいに

なります。

公共下水道事業

　「美しく快適な環境づくりと公共用水域の水質保全」を目的として、計画的に汚水処理を行うため、下水
道などの整備を進めています。
　下水道などの整備には、多くの費用と年月が必要となるため、各地域の人口と地理的条件に合った効率
的な事業を選定し、整備を進めています。
　今回、各地区における整備計画を「小城市下水道等整備計画図」として作成しましたのでお知らせします。

　国土交通省の承認を受けて実施する事業です。
比較的広い範囲の区域を整備します。現在、実施
中です。

　農林水産省の承認を受けて実施する事業です。
比較的狭い範囲の区域を整備します。平成 21 年
度に完了しました。

小城市市営浄化槽事業（合併浄化槽）
　公共下水道事業、農業集落排水事業以外の区域は、
環境省の承認を受けて実施する事業です。各家屋に
浄化槽を小城市で設置して維持管理を行います。
　この事業は、平成25年度から着手予定です。対象
区域の方には平成24年度中に説明会を行います。

　なお、左ページの「小城市下水道等整備計画図」は、大きな地区単位での事業
計画区域を示したものです。
　家屋単位で事業計画区域を確認したい場合は、ご連絡ください。

芦

スイスイくん
（下水道協会 下水道マスコットキャラクター）

家庭から出る水の汚れを、
単独処理浄化槽の 8 分の 1
に減らすことができる！

単独処理
浄化槽

す
ご
ー
い
！ 合併処理浄化槽

取り付け工事が簡単！
すぐに設置できます

農業集落排水事業

小城市下水道等整備計画図を作成しました
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中です。

　農林水産省の承認を受けて実施する事業です。
比較的狭い範囲の区域を整備します。平成 21 年
度に完了しました。

小城市市営浄化槽事業（合併浄化槽）
　公共下水道事業、農業集落排水事業以外の区域は、
環境省の承認を受けて実施する事業です。各家屋に
浄化槽を小城市で設置して維持管理を行います。
　この事業は、平成25年度から着手予定です。対象
区域の方には平成24年度中に説明会を行います。

　なお、左ページの「小城市下水道等整備計画図」は、大きな地区単位での事業
計画区域を示したものです。
　家屋単位で事業計画区域を確認したい場合は、ご連絡ください。

芦

スイスイくん
（下水道協会 下水道マスコットキャラクター）

家庭から出る水の汚れを、
単独処理浄化槽の 8 分の 1
に減らすことができる！

単独処理
浄化槽

す
ご
ー
い
！ 合併処理浄化槽

取り付け工事が簡単！
すぐに設置できます

農業集落排水事業

◎小城庁舎

◎三日月庁舎

◎芦刈庁舎

◎牛津庁舎
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各課からのお知らせ

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
書
を
6
月
13
日
㈬
に
発
送
し

ま
す
。

　

国
保
税
は
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
世
帯
主
が
社
会
保
険

な
ど
に
加
入
さ
れ
て
い
て
も
、
同
じ
世

帯
の
方
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
れ
ば
、
世
帯
主
あ
て
に
納
税
通
知

書
が
届
き
ま
す
。

※�

税
額
は
加
入
者
の
み
で
計
算
さ
れ
ま

す
。　

　
お
手
元
に
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し

た
ら
、年
税
額
、納
付
方
法
（
納
付
書・

口
座
振
替
・
年
金
天
引
）
な
ど
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
税
率
、
納
期
な
ど
詳
し
い
内

容
は
同
封
の
「
平
成
24
年
度
国
民
健
康

保
険
税
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※�

口
座
振
替
の
方
は
、
登
録
口
座
の
金

融
機
関
名
や
口
座
名
義
な
ど
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

 

異
動
の
手
続
き
は
お
早
め
に
！ 

　
就
職
し
た
、扶
養
に
入
っ
た
な
ど
で
、

他
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
場
合
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
自
動
的
に
な

く
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
、
資
格
喪
失
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
場
所

・
各
庁
舎
の
総
合
窓
口

・　
 

国
保
年
金
課

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
新
し
く
加
入
し
た
保
険
証

・
国
保
の
保
険
証

・
印
鑑

【
問
合
せ
】

・
国
保
税
に
関
す
る
こ
と

　
　

 

税
務
課　

　
担
当　
野
田
・
永
江

　
☎
73
・
８
８
０
１

・
異
動
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

　
　

 

国
保
年
金
課　
　
　

　
担
当　
岩
本
・
松
尾

　
☎
73
・
８
８
０
２

小小小

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
を
お
考
え
の
方
へ

◆
支
給
の
条
件

・
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が

の
初
診
日
が
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者

で
あ
る
時
、
ま
た
は
国
民
年
金
の
被
保

険
者
で
あ
っ
た
方
が
、
日
本
国
内
に
住

所
を
有
し
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ

る
時
。

※�

初
診
日
：
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
や
け
が
に
つ
い
て
、
初
め
て
医
師

の
診
療
を
受
け
た
日

・
障
害
の
程
度
が
、
障
害
認
定
日
に
お

い
て
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
に
定
め

る
程
度（
１
級・
２
級
）で
あ
る
こ
と
。

※�

障
害
年
金
の
等
級
は
障
害
者
手
帳
の

等
級
と
は
関
係
な
く
、
診
断
書
な
ど

を
も
と
に
審
査
・
決
定
さ
れ
ま
す
。

※�

障
害
認
定
日
：
障
害
の
原
因
と
な
っ

た
傷
病
の
初
診
日
か
ら
起
算
し
て
１

年
６
か
月
を
経
過
し
た
日
、
ま
た
は

１
年
６
か
月
以
内
に
症
状
が
固
定
し

た
場
合
は
そ
の
日
。
20
歳
前
の
障
害

の
場
合
は
20
歳
の
誕
生
日
の
前
日
。

・
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

に
被
保
険
者
期
間
が
あ
る
時
は
、
そ
の

被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付

済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
（
一
部
納

付
し
た
期
間
）
を
合
算
し
た
期
間
が
３

分
の
２
以
上
で
あ
る
こ
と
。

※�

初
診
日
が
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前

の
場
合
は
、
初
診
日
の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の

未
納
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
申
請
の
手
順

　
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
を
希
望
さ
れ

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。そ
の
際
に
、

次
の
こ
と
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
ど
の
よ
う
な
障
害
な
の
か
。

②�

病
気
の
発
症
し
た
時
期
、
初
診
日
。

通
院
の
状
況
な
ど
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

初
診
日
が
厚
生
年
金
加
入
中
の
方
は

年
金
事
務
所
で
、
共
済
年
金
加
入
中

の
方
は
共
済
組
合
で
の
請
求
と
な
り

ま
す
。

【
問
合
せ
】　

 

国
保
年
金
課

担
当　
嘉
村
・
岩
本
☎
73
・
８
８
０
２

佐
賀
年
金
事
務
所
☎
31
・
４
１
９
１

小
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小
城
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

◆
雇
用
期
間　
夏
休
み
期
間

◆
申
込
方
法
（
提
出
書
類
）

　
写
真
を
添
付
し
た
市
販
の
履
歴
書
を

　

 

学
校
教
育
課
へ
持
参
ま
た
は
、
封

筒
の
表
に
「
履
歴
書
在
中
」
と
朱
書
き

し
て
左
記
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〒
８
４
５

−

８
５
０
１　

　
小
城
市
小
城
町
２
５
３
番
地
21

　
小
城
市
教
育
委
員
会　

　
学
校
教
育
課　
宛

※�

履
歴
書
に
昼
間
連
絡
が
と
れ
る
電
話

番
号
（
携
帯
電
話
番
号
な
ど
）
を
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

履
歴
書
の
返
送
は
し
ま
せ
ん
の
で
予

め
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間　

　
６
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮
必
着

◆
採
用
方
法

  

後
日
、
連
絡
す
る
日
に
試
験
を
行
い

採
用
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　

 

学
校
教
育
課

　
担
当　
辻
田
・
北
川

　
☎
73
・
８
８
０
７

小
小

職　種 業務内容 必要な
資格など 基本的な勤務形態 主な勤務場所 募集人員

（予定） 報酬

放課後
児童クラブ
指導員

放課後
児童クラブ
指導員業務

無

月～土
８：30～18：00
のうち数時間

（各放課後児童クラブに
より勤務時間など異なる）

小城市内
放課後
児童クラブ

10人程度 時給
813円

※予定のため内容が変更になることがあります。【日々雇用職員】

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

　
昭
和
58
年
か
ら
、
毎
年
６
月
を
「
土

砂
災
害
防
止
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
～
７
月
に
か
け
て
、
台
風
や
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
や
す
い
た
め
、
土
砂
災

害
が
発
生
し
や
す
い
環
境
に
あ
り
、
全

国
で
毎
年
約
１
、
０
０
０
件
の
土
砂
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
土
砂
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
気
象
情
報
に
注
意

し
、
避
難
所
の
確
認
や
、
避
難
経
路
の

確
保
な
ど
災
害
が
起
こ
る
前
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　　
　【

問
合
せ
】　

 

建
設
課　

　
担
当　
西
田
・
池
田　

　
☎
63
・
８
８
２
５　

芦

◆小城市指定避難所

上記の施設は、自主避難所としても指定されています。

平成18年７月20日小城市（川原・桑鶴線）

名　称 場　所 連絡先

小城保健福祉センター「桜楽館」 小城町畑田750番地 73・7117

三日月保健福祉センター「ゆめりあ」 三日月町長神田2312番地３ 73・9270

小城市議会棟 牛津町柿樋瀬1100番地１ 63・8810

芦刈保健福祉センター「ひまわり」 芦刈町三王崎1522番地 66・5566
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　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

庁
舎
建
設
の
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

新
庁
舎
建
設
工
事
状
況

　
昨
年
12
月
か
ら
本
格
的
な
建
設
工
事

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
建
設
工
事
で
は
、
ま
ず
増
築
庁
舎
の

建
設
に
着
手
し
、
７
月
中
旬
ご
ろ
の
完

成
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
増
築
庁
舎
完
成
後
は
、
三
日
月
庁
舎

の
行
政
機
能
（
福
祉
部
・
総
合
窓
口
）

を
増
築
庁
舎
１
階
に
移
転
さ
せ
、
そ
の

後
、
三
日
月
庁
舎
を
改
修
し
、
一
部
の

付
帯
工
事
な
ど
を
残
し
て
12
月
に
完
成

す
る
計
画
で
す
。

　
工
事
期
間
中
、
市
民
の
皆
さ
ま
、
近

隣
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
増
築
庁
舎
】

　
増
築
庁
舎
に
は
、
市
民
の
方
の
利
用

が
多
い
市
民
部
や
福
祉
部
な
ど
の
窓
口

部
門
と
総
務
部
門
、
防
災
対
策
室
な
ど

が
配
置
さ
れ
ま
す
。

　
す
で
に
、
鉄
骨
の
柱
が
建
ち
、
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
の
取
り
付
け
や
内
壁
・
外
壁

な
ど
の
貼
り
付
け
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
内
壁
・
外
壁
の
塗
装
や
照
明

器
具
な
ど
の
取
り
付
け
を
行
い
、今
後
、

床
仕
上
げ
や
内
部
建
具
の
取
り
付
け
工

事
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

【
三
日
月
庁
舎
】

　
三
日
月
庁
舎
に
は
、
建
設
部
や
産
業

部
、
教
育
委
員
会
、
議
会
が
配
置
さ
れ

ま
す
。

　
改
修
工
事
は
、
増
築
庁
舎
完
成
後
の

８
月
頃
か
ら
行
う
予
定
で
す
。そ
の
後
、

増
築
庁
舎
と
廊
下
で
つ
な
が
り
、
一
つ

の
建
物
と
な
り
ま
す
。

【
三
日
月
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
】

　

改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
小
城
市
庁
舎

別
館
（
仮
称
）
と
し
て
、「
教
育
相
談
」

の
拠
点
、
「
市
民
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
」
の
活
動
の
場
と
し
て
使
用
す

る
た
め
、
一
部
改
修
工
事
を
行
い
５
月

中
旬
に
完
了
し
ま
し
た
。

【
駐
車
場
】

　
増
築
庁
舎
南
側
と
西
側
の
駐
車
場
工

事
は
、
す
で
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
増
築
庁
舎
の
西
側
駐
車
場
に
は
、
大

雨
時
な
ど
の
浸
水
や
川
の
氾
ら
ん
を
防

ぐ
た
め
、
雨
水
を
一
時
的
に
溜
め
る
施

設
（
調
節
池
）
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
工
事
の
進
捗
状
況
の
写
真
な
ど
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

【
問
合
せ
】　

 

企
画
課　

　
本
庁
舎
移
行
推
進
係　

　
担
当　
池
田
・
野
口

  

☎
73
・
８
８
３
７

三

▲改修前

三日月庁舎（左側）と増築庁舎（右側）

◀改修後
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改
修
工
事
を
し
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
が
減
額
に
な
り
ま
す

［
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
］

◆
対
象

①�

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

②�

65
歳
以
上
の
方
、
要
介
護
・
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
障
が
い
の

あ
る
方
の
い
ず
れ
か
が
居
住
し
て
い

る
こ
と

③�

一
定
の
要
件
を
満
た
し
、
費
用
が
30

万
円
以
上
（
補
助
金
な
ど
を
除
く
）

の
施
工
を
し
て
い
る
こ
と

◆
減
税
額　
１
戸
当
た
り
１
０
０
㎡
床

面
積
相
当
分
（
賃
貸
部
分
を
除
く
）
ま

で
の
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
３

分
の
１
を
減
額

［
省
エ
ネ
改
修
］

◆
対
象

①�

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

②�

一
定
の
要
件
を
満
た
し
（
省
エ
ネ
基

準
適
合
工
事
の
証
明
が
必
要
）、
費

用
が
30
万
円
以
上
の
施
工
を
し
て
い

る
こ
と

◆
減
税
額　
１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
の

床
面
積
相
当
分
ま
で
の
家
屋
に
か
か
る

固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
。

※�

耐
震
改
修
に
よ
る
減
額
お
よ
び
新
築

住
宅
軽
減
と
の
重
複
し
た
適
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

［
耐
震
改
修
］

◆
対
象

①�

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

②�
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ

う
一
定
の
要
件
を
満
た
し
（
耐
震
基

準
適
合
工
事
の
証
明
が
必
要
）、
費

用
が
30
万
円
以
上
の
施
工
を
し
て
い

る
こ
と

◆
減
税
額　
１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
の

床
面
積
相
当
分
ま
で
の
、
家
屋
に
か
か

る
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減
額

　
い
ず
れ
の
改
修
も
原
則
、
工
事
完
了

後
、
３
か
月
以
内
に
必
要
書
類
を
添
付

し
た
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　

 

税
務
課　

　
担
当　
南
里
・
小
栁

　
☎
73
・
８
８
０
１

小

た
い
肥
投
入
補
助
事
業

　
有
機
農
業
を
促
進
す
る
た
め
、
市
内

に
在
住
し
て
い
る
方
が
左
記
の
畜
産
農

家
か
ら
た
い
肥
を
購
入
し
、
農
園
や
家

庭
菜
園
に
使
用
し
た
場
合
、
購
入
金
額

の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

◆
上
限
額　

　
年
間
３
万
円
（
１
世
帯
当
り
）

◆
補
助
の
対
象

　
農
業
の
方
だ
け
で
な
く
、
家
庭
菜
園

も
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
注
意
事
項

　
た
い
肥
を
撒
き
終
え
て
か
ら
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
購
入
だ
け
で
は
補
助
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
領
収
書　
　

・
振
込
み
先
の
通
帳　
　
　

・
印
鑑

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　

 

農
林
水
産
課

　
担
当　
鮎
川
・
川
原
田

　
☎
63
・
８
８
２
０

芦

氏　名 畜種 住　所 電話番号
川久保　悟 牛 小城町畑田1427番地1 72・5589 
大石　建吾 牛 小城町岩蔵5789番地1 73・2686（牛舎）／72・4592（自宅）

諸隈　健次 牛 小城町岩蔵5762番地 72・3321（牛舎）／72・5274（自宅）

津城　謙二 豚 小城町畑田73番地1 73・4603（豚舎）／73・4403（自宅）

野村　秀利 豚 小城町松尾2764番地17 73・3169
溝口　琢磨 牛 三日月町久米619番地 73・2905

江口畜産（松浦厚） 牛 牛津町下砥川620番地７ 66・2751
森永　公一 牛 芦刈町芦溝579番地 66・3013

たい肥供給者一覧
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こ
の
条
例
は
、
市
・
市
民
・
事
業
者

が
協
力
し
、
暴
力
団
を
排
除
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

条
例
の
基
本
理
念

◆
暴
力
団
に
対
す
る
「
４
な
い
運
動
」

○
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

○
暴
力
団
に
対
し
て
資
金
提
供
し
な
い

○
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

○
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
さ
せ
な
い

◆
市
の
取
り
組
み

・�

市
が
実
施
す
る
公
共
工
事
そ
の
他
の

事
務
ま
た
は
事
業
か
ら
暴
力
団
を
排

除
す
る
た
め
の
措

置
（
入
札
や
下
請

け
か
ら
の
排
除
）

を
行
い
ま
す
。　

・��

市
が
設
置
す
る
公
の
施
設
が
暴
力
団

の
活
動
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
暴
力

団
の
利
益
と
な
る
と
認
め
る
と
き

は
、
利
用
を
許
可
し
な
い
な
ど
の
措

置
を
行
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
施
設

の
利
用
者
に
は
、
誓
約
書
の
提
出
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

・��

市
立
中
学
校
で
青
少
年
が
暴
力
団
に

加
入
し
た
り
、
暴
力

団
犯
罪
の
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
必
要
な
教
育

を
行
い
ま
す
。

◆
市
民
・
事
業
者
の
責
務

・��

市
が
実
施
す
る
暴
力
団
排
除
に
関
す

る
施
策
へ
協
力
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

・��

暴
力
団
に
関
す
る
情
報
を
知
っ
た
時

は
、
警
察
署
や
市
に
提
供
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

・��

市
民
は
、暴
力
団
の
威
力
を
利
用
し
、

ま
た
は
暴
力
団
の
活
動
や
運
営
に
協

力
す
る
目
的
で
暴
力
団
員
等
に
利
益

を
供
与
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
条
例
案
の
作
成
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　

　
結
果
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

【
条
例
に
対
す
る
問
合
せ
】

　
　

 
総
務
課　

　
☎
63
・
８
８
１
８

【
暴
力
団
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　
佐
賀
県
警
察
本
部　
組
織
犯
罪
対
策
課

　
☎
24
・
１
１
１
１（
代
表
）

牛

「小城市暴力団排除条例
」、

「小城市公の施設にお
ける

暴力団排除条例」を施
行

しています

　
昨
年
６
月
に
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」

が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
「
体
育
指

導
委
員
」か
ら「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」

へ
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
変
更
を
う
け
て
、
各
行

政
区
に
概お

お
む

ね
１
名
ず
つ
活
動
さ
れ
て
い

る
「
住
民
ス
ポ
ー
ツ
推
進
指
導
者
」
の

名
称
が
類
似
し
て
お
り
、
混
同
し
や
す

い
た
め
、
今
後
は
「
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
変
更
し
ま
す
。

（
旧
）「
住
民
ス
ポ
ー
ツ
推
進
指
導
者
」

　
　
➡

（
新
）「
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
タ
ー
」

【
問
合
せ
】　

 

生
涯
学
習
課

   

担
当　
永
ノ
間
・
北
島

   

☎
73
・
８
８
０
８

小

体
育
指
導
委
員
と
住
民
ス
ポ
ー
ツ

推
進
指
導
者
の
名
称
変
更
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健
康
プ
ラ
ン
の
中
間
評
価
と
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

　
策
定
か
ら
、
５
年
目
と
な
る
健
康
プ

ラ
ン
の
中
間
評
価
と
見
直
し
を
平
成
23

年
度
に
行
い
ま
し
た
。

　
見
直
し
は
、
健
康
に
関
し
て
知
識
や

経
験
の
あ
る
方
、
関
心
の
あ
る
市
民
代

表
の
方
々
で
組
織
す
る
「
小
城
市
健
康

プ
ラ
ン
中
間
評
価
検
討
会
」
で
議
論
を

重
ね
ま
し
た
。

◉
市
の
重
点
的
な
取
り
組
み
順
位
を
見

直
し
、

①
糖
尿
病
対
策

②
肥
満
対
策

③
た
ば
こ
対
策

と
し
ま
し
た
。

　
た
ば
こ
対
策
が
喫
煙
率
の
低
下
と
禁

煙
・
完
全
分
煙
認
証
施
設
の
増
加
に
よ

り
改
善
が
み
ら
れ
た
一
方
、
糖
尿
病
は

平
成
22
年
度
の
特
定
健
診
の
結
果
、
県

内
20
市
町
中
３
位
と
上
位
で
し
た
。

　
受
診
者
の
10
人
に
一
人
は
糖
尿
病
域

で
し
た
。
ま
た
、
６
割
の
人
は
境
界
域

で
、
正
常
の
人
は
３
割
弱
と
い
う
結
果

で
し
た
。

◉
栄
養
・
食
生
活
で
は
B
M
I
が
25
以

上
の
男
性
肥
満
者
や
、
30
代
女
性
の
欠

食
率
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
意
識
調
査
で
も(

図
１)

の
よ
う
な
問

題
点
が
見
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
も

食
育
推
進
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

◉
運
動
習
慣
（
１
日
30
分
以
上
／
週
２

回
／
１
年
以
上
）
で
は
、
男
性
は
改
善

さ
れ
、
31
・
２
％
で
し
た
が
、
女
性
は

23
・
６
％
と
悪
化
し
て
い
ま
し
た
。

　
運
動
習
慣
の
定
着
の
た
め
に
健
康
体

操「
お
ぎ
、あ
ー
も
！
体
操
」や
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
な
ど
の
普
及
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

◉
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
で
は
、
過
去

１
か
月
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
こ
と
が

あ
る
割
合
は
、
前
回
調
査
よ
り
３
・
１

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
し
た
。特
に
、

20
代
女
性
と
30
代
男
性
で
高
く
、
次
い

で
30
代・40
代
女
性
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
ス
ト
レ
ス
社
会
に
向
き
合
っ

て
い
く
た
め
に
も
、
普
段
か
ら
、
家
族

や
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
、
お
互
い
の
話
を
聴
き
あ
う

関
係
が
必
要
で
す
。

◉
歯
の
健
康
で
は
、
子
ど
も
達
の
む
し

歯
の
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

で
す
。

◉
ま
と
め

　
特
定
健
診
の
受
診
率
が
伸
び
な
い
現

状
が
あ
り
、
未
受
診
者
の
中
に
は
糖
尿

病
域
や
境
界
域
の
人
も
潜
在
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
診
の

結
果
か
ら
も
「
糖
尿
病
対
策
」
を
最
重

要
課
題
と
考
え
、
予
防
と
治
療
へ
の
取

り
組
み
を
優
先
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
民
、
行
政
、
医
師
会
な

ど
、地
域
ぐ
る
み
で
対
策
に
取
り
組
み
、

「
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
」あ
る
い
は「
悪

化
さ
せ
な
い
」
よ
う
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
一
人
ひ
と
り
が
、
好

ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
健
康

で
元
気
に
生
活
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し

て
、
よ
り
一
層
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
小
城
市
健
康
プ
ラ
ン
の
め
ざ
す
姿
は

「
み
ん
な
で
支
え
あ
う
元
気
な
小
城
市
」

で
す
。
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
の
輪
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】　

 

健
康
増
進
課

　
担
当　
松
尾
・
山
口

　
☎
73
・
８
８
２
２

三

図１【食生活の問題】

0

10

20

30
（％）

野
菜
不
足

甘
い
も
の
の
と
り
す
ぎ

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い

食
事
の
量
の
と
り
す
ぎ

塩
分
の
と
り
す
ぎ

食
事
を
抜
く
こ
と
が
あ
る

（
朝
食
な
ど
）

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

乳
製
品
不
足

脂
肪
の
と
り
す
ぎ

お
酒
の
飲
み
す
ぎ

外
食
が
多
い

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
が
多
い

特
に
問
題
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

26.8
23.9 22.8

19.5
22.7

18.2
21.2

17.8
20.6

15.8
19.7

24.9

16.8

21.5

15.2

21.1

13.0
10.9

8.8
11.1

7.8 6.5 6.5
8.3

24.7

19.7

1.3 1.5 2.1

■平成 22年度調査（回答者数＝841）　■平成 17年度調査（回答者数＝935）
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各課からのお知らせ

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

【問合せ】 牛  企画課　担当　福岡・熊谷　☎63・8803

　小城市男女共同参画プラン（通称さくらプラン）は、平成19年度～28年度の10か年を計画期間としています。
　「男女がともに認め合い、支えあい、希望あふれる小城市をめざして」を基本目標に、市民のだれもが人権と男女共同参
画についての共通理解を深めることを目指しています。計画策定から5年を経過したため、平成24年度からの後期重点項
目を決定し、より効果的に計画に取り組んでいきます。

「誰もがわかりあう
　　　　　　まちづくり」
◆男女平等の意識啓発
　固定的な性別役割分担意識※①

を解消し、誰もが対等な立場
で支え合う社会を築いていく
ため、周知・広報活動を行い
ます。

◆教育の場における男女共同
参画の推進
　「学校」「家庭」「地域」「職場」
などの様々な場面で、女性に
とっても男性にとっても暮ら
しやすい社会を目指します。

　重点項目決定にあたり、市内の有識者 8人で懇談会を開催しました。（有識者意見　抜粋）
◎「教育」は家庭・地域・職場など、あらゆる場面における男女共同参画推進のすべての根幹となる。
　そのため、他の施策も包括し、学校教育だけではなく幅広い世代への「教育」としてほしい。
◎「男女共同参画」とは、女性のみではなく、「男性にとっても生きやすい社会を目指すこと」だと、
　広く伝えてほしい。
◎暴力は「殴る、蹴る」などの身体的なものだけではなく、精神的・経済的なものも含まれるということを
　周知してほしい。

「互いに支えあう
　　　　　まちづくり」
◆子育て支援の充実
　子どもを安心して産み、育て、
子育ての喜びや楽しみを見出すこ
とができる社会を目指します。

◆あらゆる暴力の根絶に向けた環
境の整備
　DV（ドメスティック・バイオレ
ンス※②） や児童虐待、高齢者虐待
など、あらゆる暴力を許さない意
識の啓発と、関係機関との連携を
はかり、あらゆる人々の人権が尊
重される社会を目指します。

「共に創りあう
　　　　 まちづくり」
◆政策・方針決定過程への
男女共同参画の推進
　政策・方針決定過程へ男
女が共に参画することがで
き、双方の意見が対等に反
映されるよう、女性の参画
機会の拡大に向けて、女性
人材の育成や意識の啓発・
浸透を目指します。

さくらプラン後期重点項目が決定しました！

★さくらプラン後期重点項目
□ 政策Ⅰ □ 政策Ⅱ □ 政策Ⅲ

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

※② 親密な男女間（パートナー間）での、
身体的・精神的・経済的・性的な暴力のこと

6/23 ～ 29は「男女共同参画週間」です ←詳しくは P16の情報いろいろをご覧ください。

※① 「男は仕事・女は家庭」などのよう
に男女の性別を理由として、役割を固定
的に分ける考え方
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各課からのお知らせ

平成24年度

じんけんふれあいセミナー受講者募集
◆募集定員　70人（定員を越えた場合は抽選）
◆受講料　無料（第３回目のフィールドワークのみの参加はお断りします）

※都合により講座の内容などを変更する場合があります。あらかじめご了承ください。
※�受講希望者は、下記の参加申込書に必要事項を記入し、お近くの各庁舎総合窓口
　または公民館に提出してください。（FAX可）
※全６回受講者には、修了書を授与します。

キ　リ　ト　リ　線

個人情報は、受講者との連絡のためにのみ使用し、他に使用することはありません。

【問合せ】
　小城市社会人権･同和教育推進協議会事務局
　担当　常松・木村（市民課　人権･同和対策室内）
　☎73・8800　FAX73・8811

平成24年度「じんけんふれあいセミナー」受講申込書

＊お近くの各庁舎総合窓口　または　公民館に提出してください。

締め切り  ６月29日（金）

開講日 講　　師 内　容　テーマ 場　　所

第１回 7月26日（木）
13：30～15：00

東
あずま

　統
とう

禅
ぜん

さん
福
ふく
田
でん
寺
じ
住職

「縁にまかせて」
牛津保健福祉センター
「アイル」

第２回 8月31日（金）
13：30～15：30

杉
すぎ

尾
お

　秀
ひで

哉
や

さん
TBSニュースキャスター

「報道と人権」
～情報化社会を生きる～

小城市生涯学習センター
「ドゥイング三日月」

第３回 10月4日（木）
8：30～17：00

現地研修フィールドワーク
世界記憶遺産　山本作兵衛
作品鑑賞と炭坑の歴史学習

福岡県田川市
田川市石炭・歴史博物館

第４回 10月17日（水）
13：30～15：00

孫
ソン

　承
スン

言
オン

さん
名護屋城博物館

「韓国における人権とその歴史」
（仮題）

牛津保健福祉センター
「アイル」

第５回 12月15日（土）
13：30～15：30

河
こう

野
の

　義
よし

行
ゆき

さん　　　
松本サリン事件被害者

「報道被害と人権」（仮題）
小城市生涯学習センター
「ドゥイング三日月」

第6回 １月10日（木）
13：30～15：00

村
むら

川
かわ

　カルミナさん　
国際交流協会

「日本の人権外国の人権」（仮題）
～日本とメキシコ、文化の違い～

牛津保健福祉センター
「アイル」

住　所 電　話 −  　−

氏　名
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　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

ふれあい芸能まつり開催

　小城市文化連盟で活動している団体の発表会を
開催します。どうぞお越しください。
◆日時　６月17日（日）13時30分～
◆場所　ドゥイング三日月（ホール）
◆入場料　無料
◆内容　民謡、詩吟、日舞、民舞、伝統芸能、フ
ラダンス、リズムダンス、よさこいの発表
【問】小城市文化連盟（生涯学習課内）
　　　☎73・8808

「消防学校50年のあゆみ」
刊行

　昭和36年開校からの沿革や、現在の訓練内容な
どが掲載されています。
◆閲覧場所　・県内公立（県・市・町）図書館　
・さが元気ひろば（県庁新行政棟１階）
・県政情報閲覧コーナー（佐賀、唐津、武雄県税事
務所／伊万里、鹿島農林事務所／神埼土木事務所）
【問】佐賀県消防学校　☎23・7728

精神障がい者のための講演とSST
（社会生活技能訓練）講習会参加者募集

　精神障がい者の家族SSTでは、第一人者である高
森信子先生が会話のコツを伝授します。　
◆場所　アバンセ（講演：大ホール、講習会：アバンセ内別室）
◆日時　６月23日（土） 　
◆内容　講演　11時～12時　※定員200人
　　　　SST講習会　13時～16時　※定員50人
◆参加費　無料
【問・申】NPO佐賀げんき会　
　　　　　☎73・4527　深村・野田

Information情報いろいろ

佐賀中部広域連合
介護保険運営協議会委員募集

　この協議会は、医療、保健、福祉、学識経験者
および被保険者の代表の方で介護保険の制度運営
について審議します。
◆応募資格
　小城市、佐賀市、多久市、神埼市、吉野ヶ里町
に在住の40歳以上（平成24年４月１日時点）、医療、
保健、福祉の関係者以外の方で平日の会議に出席
できる方。
◆募集人員
　・40歳以上65歳未満の方　２人
　・65歳以上の方　　　　　 ３人
◆任期
　平成24年度～平成26年度（３年間）
※�24年度と25年度は年２回、26年度は年７回程

度の会議を開催をします。
※�出席された場合には、広域連合の規定による謝

礼をお支払いします。
◆応募方法
　任意の様式に下記事項を記載し、郵便または福
祉課（三日月庁舎）に提出してください。
　・氏名、住所、年齢、電話番号、職業
　・応募の動機（概ね400字程度）
◆応募期限
　６月29日（金）17時まで（当日消印有効）
【問・応】〒840－0831　佐賀市松原四丁目２番28号
　佐賀中部広域連合　総務課　行財政係
　☎40・1131

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額 
（うち消費税相当額）

予定価格 
（うち消費税相当額） 落札率 入札執行課

岩松小学校プール改修工事
㈲グリーンコスモ開発・㈱上瀧建設
㈱イケモク・岡本建設㈱・㈱巌大建業

㈱上瀧建設 13,608,000
(648,000)

14,120,400
(672,400) 96.37  

教育総務課
☎73・8806

三日月中学校プール改修工事 岡本建設㈱ 11,266,500
(536,500)

11,853,450
(564,450) 95.05  

入 札 結 果 の 公 表

※入札結果については、市ホームページでも公表しています。
　入札結果のとりまとめは芦刈庁舎建設課で行っていますが、
　入札結果の詳細は、各入札執行課へ直接お問合せください。 【問合せ】芦  建設課　担当　西田・右近　☎63・8825

（単位：円、％）（４月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）
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有
料
広
告

国家公務員・
税務職員採用試験

【一般職試験】高卒者程度
・受験資格　今年４月１日時点で高校または中学
を卒業して２年未満の方、または平成25年３月ま
でに上記卒業見込みの方。

【一般職試験】社会人試験（係員級）
・受験資格　昭和47年４月２日以降に生まれた方

（高卒者試験の応募資格期間が経過した方に限る）
【税務職員採用試験】
・受験資格　今年４月１日時点で高校または中学
を卒業して３年未満の方、または平成25年３月ま
でに上記卒業見込みの方。
◆受付期間
・インターネット　６月26日（火）～７月５日（木）
・郵送、持参　　　７月２日（月）～７月10日（火）
※�人事院が受験資格に準ずると認めた方も受験可。
◆試験日　第1次選考　９月９日（日）
【問・資料請求】人事院九州事務局　第二課　試験係
　〒812-0013　福岡市博多区博多駅東2-11-1
　☎092・431・7733　FAX092・475・0565
　http://www.jinji.go.jp/(採用情報ナビからお入りください)

職業訓練受講生募集

募集訓練科名 定　員
電気制御技術科（８月生） 15
機械加工技術科（９月生） 12

　平成24年8月生・9月生コースを募集します。

※おおむね40歳未満の方が対象
※受講料無料
◆申込期限　７月 ６日（金）（電気制御技術科）
　　　　　　８月 ３日（金）（機械加工技術科）
◆面接日　　７月13日（金）（電気制御技術科）
　　　　　　８月10日（金）（機械加工技術科）
◆筆記試験　なし
◆訓練期間　７か月
◆申込先　最寄りの公共職業安定所
※毎月職業訓練説明会を実施しています。
【問】佐賀職業訓練支援センター
　　（ポリテクセンター佐賀）☎26・9516

西九州大学・西九州大学短期
大学部公開講座（前期開講）

　パソコンで絵を描いたり、福祉・介護や子育て
関係、小学生の食品実験など多彩な講座をご用意
しています。詳しい内容は、ホームページでご確
認ください。みなさまのご参加をお待ちしています。
◆開催　６月22日（金）「子ども学入門」など
　　　　９月中旬まで
◆場所　神園キャンパス（佐賀市神園3-18-15）
【問】西九州大学健康福祉・生涯学習センター
　　　☎32・1314

児童扶養手当の
手当額改正について

　平成23年全国消費者物価指数の下落に伴い、平
成24年４月分（８月振込分）から児童扶養手当額
が変更になります。
　新しい手当額は、以下のとおりになります。

全部支給（月額） 一部支給（月額）
平成24年
3月分まで 41,550円 41,540円～　

9,810円
平成24年
4月分から 41,430円 41,420円～　

9,780円
※�第２子（月額5,000円）、第３子以降（１人につき、

月額3,000円）の加算額の変更はありません。
【問】小 こども課　☎73・8821
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まむし抗毒素の保有医療機関

司法書士による
成年後見無料電話相談

　本年４月現在の保有医療機関は、以下のとおりです。
◆小城市民病院　　☎73・2161
◆石井外科医院　　☎73・3641
◆樋口クリニック　☎66・4838
◆江口病院　　　　☎73・3083
　受診される際は、事前に確認してください。
【問】三 健康増進課　☎73・8822

　「ひとり暮らしの今後が心配」「知的障がいを持
つ子供の将来が心配」「遺産分割をしたいけれど相
続人の一人が認知症でできない」など成年後見に
関することをご相談ください。
◆日時　毎週火曜日　18時～ 19時30分　※予約不要
◆相談先　☎29・0635
【問】（公社）成年後見センター・
　　　リーガルサポート佐賀支部　☎29・0626

技能訓練生募集

　各分野でビジネススキルを習得しませんか。
◆対象者　ハローワークに求職申し込みをし、受
講指示または、推薦を受けた方
◆定員　20人

（定員に満たない場合は、中止する場合があります）
◆申込期限　７月５日（木）
◆申込方法　現住所を所管するハローワークに願
書を提出してください。
◆受講料　無料（テキスト代は自己負担）

【問】佐賀県立産業技術学院　就職支援課
     　 ☎74・4330

6/23～29は
「男女共同参画週間」です

　平成24年度キャッチフレーズ
「あなたがいる　わたしがいる　未来がある」
　男女共同参画週間とは？　男性と女性が、職場
や、学校、地域、家庭で、それぞれの個性と能力を
発揮できる社会のことです。その実現のためには、
みなさん一人一人の取り組みが必要です。私たちの
まわりの男女のパートナーシップについて、この機
会に考えてみませんか。
【問】内閣府男女共同参画局　☎03・5253・2111
　　　http://www.gender.go.jp/

【簿記会計科】
　日商簿記２級の合格が目標
◆訓練会場　佐賀電算センターセミナールーム
◆訓練期間　４か月間
※テキスト代14,500円程度
※�簿記３級程度の知識をすでに習得している方
　向けのコースです。

【貿易ビジネス科】
　貿易実務検定B・C級、パソコン検定３級など
その他の資格取得が目標
◆訓練会場　アイ・フォレストビル１階　
◆訓練期間　６か月間
※テキスト代17,000円程度

【ビジネス・パソコン科】
　コンピューターサービス技能検定２・３級、
パソコン検定試験３級などの資格取得が目標
◆訓練会場　アイ・フォレストビル１階　
◆訓練期間　３か月間
※テキスト代11,000円程度
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みんなでエコ活動を
すすめよう

　NPO法人温暖化防止ネット小城事業所オープニ
ングイベントを開催します。楽しいイベントにぜ
ひお越しください。
◆日時　６月24日（日）　
◆場所　ショッピングプラザセリオ
◆内容　

【小城中学校吹奏楽部の演奏・オープニング式典】
・時間　10時～　　　　　　　

【みどりのカーテン講習会】
・時間　11時～／14時〜
　苗（一人につき２苗のゴーヤ苗）を無料配布し、
育て方のコツなどを紹介します。また、育てたみ
どりのカーテンを題材に、フォトコンテストを開
催します。

【１万人ローラー試乗会（電気自動車試乗会）】
・時間　12時～16時
　リーフ、プリウスなどの電気自動車で約２キロ
のコースを試乗し、記念撮影して写真をプレゼン
トします。
※�特設ブースとして生ごみ処理器「くうたくん」

の展示も行います。

【問】小 環境課　☎73・8803

広報「さくら」に
掲載する広告を募集します

◆発行部数　15,300部
◆募集枠数　 ５日号：２枠～３枠
　　　　　　20日号：４枠～５枠
◆掲載規格（縦×横）・掲載料
　・全枠：4.5ｃｍ×17.5ｃｍ　20,000円　
　・半枠：4.5ｃｍ×8.5ｃｍ　  10,000円
◆掲載期間　１回～最大６回まで
◆申込方法　
発行40日前までに総務課へ提出してください。
詳細はお尋ねください。
【問・申】牛  総務課　☎63・8818

平成24年度慰霊巡拝の実施

　旧主要戦域となった陸上や、遺骨収集の望めない
海上などにおける戦没者の遺族を対象として、厚生
労働省が実施する慰霊巡拝の参加者を募集します。
◆派遣地域
　旧ソ連（ハバロフスク地方、沿海地方）、中国東
北地区、東部ニューギニア、北ボルネオ、トラッ
ク諸島、マリアナ諸島、フィリピン、マーシャル・
ギルバード諸島、硫黄島
　実施日程、申込締切日などは地域ごとに異なり
ます。詳しくはお問合せください。
【問】佐賀県庁　地域福祉課　☎25・7058

日清医療食品（株） 福岡支店　
☎092-282-0511（担当：辻田）

【勤 務 地】小城市民病院
【仕事内容】調理業務・切り込み業務・盛り付け・洗浄等
【時　　間】5：45～15：00　10：30～ 19：30の 2交代制
【時　　給】時給 720円～ ( 月額 13万円程度）
【年　　齢】不問
【休　　日】週休２日制（ローテーション休）

院
内
の
厨
房
で
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
？

あたたかい
“食事”をつくる
お仕事です

連絡先

有
料
広
告

「おぎにほんご教室」
教え方の勉強会を開催

　「おぎにほんご教室」では、外国人の方へ「日本語」
を教えています。次の日程で勉強会を行います。
　興味のある方は勉強会に参加してみませんか。

（外国語が話せる必要はありません。）　
◆日時　①６月26日（火）
　　　　②７月31日（火）　19時～20時30分
　　　　③８月28日（火）
◆場所　小城公民館　桜岡支館　2階
◆受講料　無料
【問・申】おぎにほんご教室　☎73・3309（西尾）
　E-mail：ogi_nihongo@yahoo.co.jp
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小城市ボランティアガイドの会
会長 田尻 治昭さん

た　　 じり　　　  はる　　あき

「あーも！ファミリー」の レシピ
あじの梅味噌ソース焼き １人分→166kcal

《作り方》
1 長ねぎと種を取った梅干しをみ
じん切りにし、みそ、みりんと
混ぜ合わせる。
2 あじに酒と塩で下味をつけ、熱
したフライパンにサラダ油を引
いて、両面を焼き1をのせる。

3 200度に温めたオーブンで、
2を７～８分焼く。
4 フライパンにバターを入れて、
スナップえんどうを炒め、軽く
塩こしょうする。
5 お皿に色どりよく盛りつけたら
完成！！

おすすめ

【問合せ】健康増進課　☎73 ･ 8822

あーも！ママ

プロフィール：いつも笑顔のママ。料理が
得意で頭の中はおいしいものでい～っぱ
い。なんでもすぐつくれちゃう料理の達人。

材 料 4 人分
■あじ
■酒
■塩
■サラダ油
■長ねぎ
■梅干し（梅肉）
■みそ
■みりん
<付け合わせ>
■スナップえんどう
■バター
■塩こしょう
■サニーレタス
■トマト

・・・・・・・・65g×4切れ
・・・・・・・・・・・・小さじ1
・・・・・・・・・・小さじ1/5

・・・・・・・小さじ2
・・・・・・・・・・・・50g

・・・・・・12g
・・・・・・・・・・・・・32g
・・・・・・・大さじ1弱

 
・・・・80g

・・・・・・・・・・・・10g
・・・・・・・・・少々
・・・・・・・40g

・・・・・・・・・・・・120g

今回は、小城がばい元気

会でつくりました！。
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方
の
要
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に
応

え
て
、
４
、
５
年
前
か
ら
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
を
す
る
時
は
、

お
客
さ
ん
が
興
味
の
あ
る
こ
と
を
聞

き
出
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
説
明
し
、

耳
を
傾
け
て
も
ら
う
よ
う
心
が
け
て

い
る
と
い
う
田
尻
さ
ん
。　
　

　
現
在
、
メ
ン
バ
ー
10
人
で
ガ
イ
ド

の
勉
強
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
大
変
と
の
こ
と
。
積
極
的
に
市

外
の
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テ
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ガ
イ
ド
の
視

察
・
研
修
に
参
加
し
「
さ
ら
に
小
城

市
の
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を
伝
え
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れ
る
よ
う
に
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
レ
ベ

ル
を
ど
ん
ど
ん
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
す
。

　
「
私
の
お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ッ
ト

は
千
葉
城
跡
や
松
尾
山
光
勝
寺
、
三

間
山
円
通
寺
、
須
賀
神
社
な
ど
で

す
」
と
、
こ
の
日
も
、
校
外
学
習
で

須
賀
神
社
と
千
葉
城
跡
を
訪
れ
た
三

日
月
中
学
校
の
生
徒
た
ち
に
、
笑
顔

で
神
社
の
歴
史
や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※

一
般
の
方
の
ガ
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も
受
け
付
け

中
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
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ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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おぎレポ

「
小

小城の魅力をご案内
！小城のいろんな話

題を突撃レポート
！


